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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第65期
第２四半期
連結累計期間

第66期
第２四半期
連結累計期間

第65期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日

自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (千円) 5,895,355 6,724,657 13,418,119

経常利益 (千円) 433,370 155,994 736,591

四半期(当期)純利益 (千円) 196,816 81,588 330,640

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 192,671 129,368 419,600

純資産額 (千円) 2,873,011 3,189,398 3,099,908

総資産額 (千円) 8,934,462 9,230,546 10,154,546

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 18.85 7.81 31.66

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 27.4 29.2 26.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,265,162 654,151 1,568,222

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 116,042 47,658 102,394

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,324,154 △952,898 △653,914

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,427,703 2,136,266 2,387,356

　

回次
第65期
第２四半期
連結会計期間

第66期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

自  平成24年７月１日
至  平成24年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 7.78 4.83

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載していな

い。

２　売上高には、消費税等は含まれていない。

３　第65期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額、第65期第２四半期連結累計期間及び第66期第２四半期連

結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載していない。

　
２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容につい

て、重要な変更はない。また、主要な関係会社に異動はない。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はない。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

ある。

(1) 業績の状況　

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、震災復興需要を背景に緩やかに改善の兆しが見えて

きたものの、欧州の財政危機による世界経済の減速や円高の長期化等により景気の先行きは不透明な状況

が続いた。

当社グループが主事業として展開している建設産業においては、震災関係の本復旧工事や耐震補強関連

工事は増加傾向にあるものの、民間設備投資については景気の先行き不透明感から低水準で推移しており、

また、建設関連の主要労務費の高騰が顕著にあらわれてきており、熾烈な受注競争及び価格競争を強いら

れ、経営環境は引き続き厳しい状況が続いている。

このような状況の下、当社グループは総力を挙げて受注及び収益の確保に努めた結果、当第２四半期連結

累計期間の受注は、6,940百万円(前年同四半期比13.6％減少)となり、売上高については、例年第４四半期連

結会計期間に集中するという、四半期別売上高に季節的変動があるものの、当第２四半期連結累計期間は

6,724百万円(前年同四半期比14.1％増加)となった。

また、利益面については、売上高は増加したものの建設事業の工事利益率は低下したため、営業利益は146

百万円(前年同四半期比66.1％減少)、経常利益は155百万円(前年同四半期比64.0％減少)となり、四半期純

利益は81百万円(前年同四半期比58.5％減少)となった。
　

セグメントの業績は、次のとおりである。

（建設事業）

建設事業としては、豊富な手持工事量が順調に進捗したこと等により、当第2四半期連結累計期間の売上

高は6,428百万円(前年同四半期比15.0％増加)となったが、工事利益率が低下したことにより、セグメント

利益は49百万円(前年同四半期比85.4％減少)となった。

（不動産事業）

不動産事業としては、土地の分譲販売・賃貸・管理収入とも比較的堅調に推移したため、売上高は203百

万円(前年同四半期比4.3％減少)となり、セグメント利益は84百万円(前年同四半期比6.5％増加)となった。

（ホテル事業）

ホテル事業としては、同業他社との宿泊客の集客競争は厳しいものの宿泊客は増加したため、売上高は52

百万円(前年同四半期比5.1％増加)となり、セグメント利益は10百万円(前年同四半期比24.7％増加)となっ

た。

（介護事業）

介護事業としては、同業者の増加に伴い競争が激化しており、売上高は40百万円(前年同四半期比4.4％減

少)となったが、来期の事業展開に向けた人員の増強により、人件費等の経費が増加したため、セグメント利

益は１百万円(前年同四半期比76.2％減少)となった。
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(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、2,136百万円と

なり、前第２四半期連結累計期間末と比較して708百万円の増加となった。

　
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において営業活動による資金の増加は654百万円(前第２四半期連結累計期間

は1,265百万円の資金の増加)となり、前第２四半期連結累計期間と比較して611百万円の資金の減少となっ

た。これは主に、未成工事受入金の増減額が123百万円増加があったものの、税金等調整前四半期純利益が

124百万円、減損損失が129百万円、売上債権の増減額が462百万円減少したこと等による収入の減少があっ

たことによるものである。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において投資活動による資金の増加は47百万円(前第２四半期連結累計期間

は116百万円の資金の増加)となり、前第２四半期連結累計期間と比較して68百万円の収入の減少となった。

これは主に、有形固定資産の売却による収入が49百万円増加したものの、貸付金の回収による収入の減少が

110百万円あったことによるものである。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において財務活動による資金の減少は952百万円(前第２四半期連結累計期間

は1,324百万円の資金の減少)となり、前第２四半期連結累計期間と比較して371百万円の資金の増加となっ

た。これは主に、短期借入金の純減少額が311百万円減少したこと、長期借入金の返済による支出が60百万円

減少したこと等による支出の減少があったことによるものである。

　
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び

新たに生じた課題はない。

　
(4) 研究開発活動

当社及び子会社においては、研究開発活動は特段行われていない。

　
(注)　１ 「第２　事業の状況」における各事項の記載については、消費税等抜きの金額で表示している。

２  セグメント別の記載において、売上高については、「外部顧客への売上高」について記載し、営業損益につい

ては、「調整額」考慮前の金額によっている。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】
　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

　

② 【発行済株式】
　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成24年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 10,596,509 10,596,509
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数1,000株

計 10,596,509 10,596,509― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はない。
　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はない。
　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はない。
　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】
　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年９月30日 ― 10,596,509 ― 635,342 ― ―

　

(6) 【大株主の状況】
平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

鈴木光夫 茨城県日立市 904 8.54

鈴縫工業共栄会 茨城県日立市城南町１丁目１１番３１号 786 7.42

鈴木としい 茨城県日立市 668 6.31

鈴木一良 茨城県日立市 566 5.34

鈴木正三 茨城県日立市 499 4.71

㈱常陽銀行 茨城県水戸市南町２丁目５番５号 498 4.70

鈴木永子 茨城県日立市 434 4.10

㈲城南ビル 茨城県日立市城南町３丁目３番２８号 358 3.38

鈴縫工業従業員持株会 茨城県日立市城南町１丁目１１番３１号 310 2.93

鈴木さき 茨城県日立市 273 2.58

計 ― 5,299 50.01

　

EDINET提出書類

鈴縫工業株式会社(E00099)

四半期報告書

 5/19



　
(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】
平成24年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

　

普通株式
154,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

10,404,000
10,404 ―

単元未満株式
普通株式

38,509
― 1単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 10,596,509 ― ―

総株主の議決権 ― 10,404 ―

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が879株含まれている。

　
② 【自己株式等】

平成24年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
鈴縫工業㈱

茨城県日立市城南町
１丁目11番31号

154,000 ― 154,000 1.45

計 ― 154,000 ― 154,000 1.45

　

２ 【役員の状況】

該当事項はない。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載し

ている。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成24年７月１日

から平成24年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年９月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けている。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 2,473,943 2,235,259

受取手形・完成工事未収入金等 2,737,296 2,028,454

未成工事支出金 ※３
 116,745

※３
 168,692

その他のたな卸資産 ※１
 562,894

※１
 537,179

繰延税金資産 46,284 59,403

その他 93,246 160,439

貸倒引当金 △5,469 △10,237

流動資産合計 6,024,941 5,179,191

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 2,629,607 2,540,587

機械、運搬具及び工具器具備品 872,094 732,459

土地 2,766,429 2,765,522

その他 26,176 37,595

減価償却累計額 △2,605,603 △2,433,246

有形固定資産合計 3,688,703 3,642,917

無形固定資産 21,277 21,075

投資その他の資産

投資有価証券 179,563 174,066

長期貸付金 131,386 121,921

その他 180,142 164,456

貸倒引当金 △71,469 △73,082

投資その他の資産合計 419,623 387,362

固定資産合計 4,129,605 4,051,355

資産合計 10,154,546 9,230,546

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 2,850,769 2,631,739

短期借入金 ※４
 1,972,008

※４
 1,179,412

未払法人税等 232,161 67,182

未成工事受入金 404,711 685,949

賞与引当金 57,941 72,533

役員賞与引当金 7,200 －

完成工事補償引当金 10,909 6,610

工事損失引当金 ※３
 100,014

※３
 51,305

その他 296,671 360,710

流動負債合計 5,932,386 5,055,442

EDINET提出書類

鈴縫工業株式会社(E00099)

四半期報告書

 8/19



（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

固定負債

長期借入金 267,545 150,311

再評価に係る繰延税金負債 414,398 414,398

退職給付引当金 13,538 14,327

役員退職慰労引当金 71,792 72,917

資産除去債務 27,087 8,201

負ののれん 45,988 44,034

その他 281,901 281,515

固定負債合計 1,122,251 985,705

負債合計 7,054,638 6,041,148

純資産の部

株主資本

資本金 635,342 635,342

資本剰余金 23,289 23,289

利益剰余金 1,348,832 1,399,093

自己株式 △17,372 △17,522

株主資本合計 1,990,092 2,040,202

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △1,061 △4,344

土地再評価差額金 657,017 657,017

その他の包括利益累計額合計 655,955 652,672

少数株主持分 453,860 496,523

純資産合計 3,099,908 3,189,398

負債純資産合計 10,154,546 9,230,546
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

売上高 5,895,355 6,724,657

売上原価 4,918,788 6,024,202

売上総利益 976,566 700,455

販売費及び一般管理費 ※１
 544,913

※１
 553,935

営業利益 431,653 146,519

営業外収益

受取利息 5,388 1,582

受取配当金 1,990 1,966

受取保険金 12,038 16,358

受取賃貸料 4,118 937

その他 7,853 7,581

営業外収益合計 31,389 28,427

営業外費用

支払利息 18,069 11,077

その他 11,603 7,875

営業外費用合計 29,673 18,952

経常利益 433,370 155,994

特別利益

固定資産売却益 － 23,097

特別利益合計 － 23,097

特別損失

固定資産売却損 － 116

固定資産除却損 28 －

減損損失 ※２
 129,467 －

特別損失合計 129,496 116

税金等調整前四半期純利益 303,874 178,974

法人税、住民税及び事業税 181,058 60,324

法人税等調整額 △62,796 △14,009

法人税等合計 118,262 46,315

少数株主損益調整前四半期純利益 185,611 132,659

少数株主利益又は少数株主損失（△） △11,204 51,070

四半期純利益 196,816 81,588
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 185,611 132,659

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 7,059 △3,290

その他の包括利益合計 7,059 △3,290

四半期包括利益 192,671 129,368

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 203,894 78,305

少数株主に係る四半期包括利益 △11,222 51,063
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 303,874 178,974

減価償却費 35,639 31,940

減損損失 129,467 －

負ののれん償却額 △1,953 △1,953

貸倒引当金の増減額（△は減少） 124 6,380

賞与引当金の増減額（△は減少） 15,963 14,592

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △13,600 △7,200

工事損失引当金の増減額（△は減少） △10,091 △48,708

退職給付引当金の増減額（△は減少） 3,472 788

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △5,691 1,125

受取利息及び受取配当金 △7,378 △3,549

支払利息 18,069 11,077

有形固定資産除売却損益（△は益） 28 △22,980

売上債権の増減額（△は増加） 1,170,979 708,842

未成工事支出金の増減額（△は増加） △137,876 △51,946

その他のたな卸資産の増減額（△は増加） 40,615 25,714

仕入債務の増減額（△は減少） △141,872 △219,029

未成工事受入金の増減額（△は減少） 157,820 281,237

その他 △65,492 △23,318

小計 1,492,099 881,985

利息及び配当金の受取額 7,382 3,549

利息の支払額 △13,933 △8,773

法人税等の支払額 △220,385 △222,610

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,265,162 654,151

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △24,817 △37,215

定期預金の払戻による収入 22,407 24,809

有形固定資産の取得による支出 △1,144 △3,956

有形固定資産の売却による収入 1,168 50,202

貸付金の回収による収入 118,234 8,027

資産除去債務の履行による支出 － △9,264

その他 193 15,054

投資活動によるキャッシュ・フロー 116,042 47,658

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,087,000 △775,176

長期借入金の返済による支出 △195,422 △134,654

自己株式の取得による支出 △148 △150

配当金の支払額 △31,333 △31,328

少数株主への配当金の支払額 △8,100 △8,400

その他 △2,150 △3,189

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,324,154 △952,898

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 57,050 △251,089

現金及び現金同等物の期首残高 1,370,653 2,387,356

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 1,427,703

※１
 2,136,266
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

　該当事項はない。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　その他のたな卸資産の内訳
　

　 　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

　 販売用不動産 316,616千円 291,203千円

　 不動産事業支出金 217,690 217,630

　 材料貯蔵品 28,586 28,345

　 計 562,894千円 537,179千円
　

２　受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高
　

　 　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

　 受取手形割引高 11,848千円 3,464千円

　 受取手形裏書譲渡高 34,236千円 28,501千円

　

※３　損失の発生が見込まれる工事契約に係る未成工事支出金と工事損失引当金は相殺せずに両建てで表示

している。

　 　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

　 工事損失引当金に対応する
546千円 516千円

　 未成工事支出金の額

　

※４　当座貸越契約及び貸出コミットメント契約

当社グループは、資金調達の機動性を高めるため、金融機関２行との間に当座貸越契約を、金融機関

４行との間に融資枠(コミットメントライン)をそれぞれ設定している。

なお、これらの契約に基づく借入の実行状況はそれぞれ以下のとおりである。
　

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

当座貸越極度額 1,140,000千円 1,140,000千円

借入実行残高 300,000 100,000

差引借入未実行残高 840,000千円 1,040,000千円

　

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

貸出コミットメントの総額 1,000,000千円 1,000,000千円

借入実行残高 1,000,000 1,000,000

差引借入未実行残高 ― 千円 ― 千円
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(四半期連結損益計算書関係)

※１　このうち、主要な費目及び金額は、次のとおりである。
　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

従業員給料 166,616千円 166,698千円

退職給付費用 19,726 29,008

賞与引当金繰入額 15,534 19,730

役員退職慰労引当金繰入額 4,284 4,325

貸倒引当金繰入額 233 5,517

　

※２　減損損失

当社グループは、事業用資産については、管理会計上の事業単位毎に、また、賃貸用資産及び遊休資産に

ついては、それぞれ個別の物件毎にグルーピングを行っている。
　

前第２四半期連結累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日)

用途 種類 場所 件数

賃貸用資産 土地 茨城県 ７件

賃貸用資産に係る時価の著しい下落により、上記資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少

額を減損損失(129,467千円)として特別損失に計上している。

なお、当該資産の回収可能価額は、正味売却価額または使用価値により測定している。正味売却価額は、

主として路線価による相続税評価額に基づいて算定している。また、使用価値は将来キャッシュ・フロー

を2.50％で割り引いて算定している。

　
当第２四半期連結累計期間(自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日)

該当事項はない。
　

３　売上高の季節的変動

前第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至平成23年９月30日）及び当第２四半期連結累計

期間（自　平成24年４月１日　至平成24年９月30日）

当社グループの売上高は、主たる事業である建設事業において、契約により工事の完成引渡しが第４四

半期連結会計期間に集中しているため、第１四半期連結会計期間から第３四半期連結会計期間における

売上高に比べ、第４四半期連結会計期間の売上高が著しく多くなるといった季節的変動がある。
　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

現金預金 1,511,874千円 2,235,259千円

預入期間が３か月超の定期預金 △84,170千円 △98,992千円

現金及び現金同等物 1,427,703千円 2,136,266千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 31,333 3.00平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

　
当第２四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 31,328 3.00平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　 建設事業 不動産事業 ホテル事業 介護事業 合計
調整額
(注１)

四半期連結
損益計算書
計上額

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 5,590,541212,70949,91042,1945,895,355─ 5,895,355

セグメント間の内部売

上高又は振替高
8,031 3,399 ― ─ 11,430△11,430 ─

計 5,598,573216,10849,91042,1945,906,786△11,4305,895,355

セグメント利益 335,86079,011 8,759 6,464430,0961,557 431,653

(注) １ セグメント利益の調整額1,557千円は、セグメント間の取引に係る調整額である。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

　
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

 　「不動産事業」セグメントの賃貸用資産について、時価の著しい下落により、帳簿価額を回収可能価額ま

で減額している。なお、当該減損損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間においては129,467千円であ

る。

　
(のれんの金額の重要な変動)

該当事項はない。

　
(重要な負ののれんの発生益)

該当事項はない。

　

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　 建設事業 不動産事業 ホテル事業 介護事業 合計
調整額
(注１)

四半期連結
損益計算書
計上額

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 6,428,283203,54352,47340,3576,724,657─ 6,724,657

セグメント間の内部売

上高又は振替高
19,000 3,487 ― ─ 22,487△22,487 ─

計 6,447,283207,03152,47340,3576,747,145△22,4876,724,657

セグメント利益 49,01684,13610,924 1,537145,614 904 146,519

(注) １ セグメント利益の調整額904千円は、セグメント間の取引に係る調整額である。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。
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２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はない。

　
(のれんの金額の重要な変動)

該当事項はない。

　
(重要な負ののれんの発生益)

該当事項はない。

　
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりである。
　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日 
  至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日 
  至　平成24年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 18円85銭 7円81銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(千円) 196,816 81,588

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 196,816 81,588

普通株式の期中平均株式数(千株) 10,443 10,442

　(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載していない。

　
(重要な後発事象)

該当事項なし。

　

２ 【その他】

　該当事項なし。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項なし。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年11月13日

鈴 縫 工 業 株 式 会 社

取 締 役 会  御 中

　

有限責任監査法人　トーマツ 　
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    北　方　宏　樹    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    酒　井　博　康    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている鈴縫
工業株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平
成24年７月１日から平成24年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年９
月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、鈴縫工業株式会社及び連結子会社の平成24年
９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・
フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管している。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていない。
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